
 

 

令和２年 11 月 26 日 

各  位 

地方独立行政法人岩手県工業技術センター理事長 

 

2020年度産総研東北センターTAIプロジェクト EBISワークショップ in 盛岡 

IIRI DESIGN LAB（De.i）×産総研 

工芸に新たな流れを起こすデザインブレインマッピング（DBM） 
岩手ならではの工芸を盛り上げ、その持続的発展に繋げるために 

異なる立場からの知恵を結集するワークショップを体験しよう 
のご案内 

 

時下ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

県内には伝統的工芸品をはじめとして、各地に根ざした工芸品が数多くあります。 

しかし、社会情勢や生活様式の変化に伴って顧客のニーズや作り手の状況も変貌しつつありま

す。このような状況下、本県の工芸産業をさらに盛り上げていくためには、工芸品製造事業者の

みならず、販売店、流通関係者や行政、支援機関関係者など多様な方々による地域を巻き込んだ

取組が極めて重要です。 

本県の工芸の輝かしい未来を共に考える機会として、工芸産業の関係者を対象とし、デザイン

ブレインマッピング（DBM）手法を活用して、アクションに繋げるためのワークショップを開催い

たします。 

皆様のご参加をお待ちしております。 

 

名 称 

2020年度産総研東北センターTAIプロジェクト EBISワークショップ in 盛岡 

IIRI DESIGN LAB（De.i）×産総研 
工芸に新たな流れを起こすデザインブレインマッピング（DBM） 
岩手ならではの工芸を盛り上げ、その持続的発展に繋げるために 

異なる立場からの知恵を結集するワークショップを体験しよう 

日 時 

第 1回ワークショップ 令和 2年 12月 16日（水） 13:00～17:00 

第 2回ワークショップ 令和 2年 12月 23日（水） 13:30～17:00 

第 3回ワークショップ 令和 3年 01月 13日（水） 13:30～17:00 

※全 3回の連続した内容です。 

場 所 

第 1回 岩手県工業技術センター 3階 IIRI DESIGN LAB(De.i) 

第 2回 リモート開催（各自の場所） 

第 3回 リモート開催（各自の場所） 

〔連絡先〕（地独）岩手県工業技術センター 産業デザイン部 

     〒020-0857 岩手県盛岡市北飯岡 2-4-25 TEL:019-635-1115 

主 催 
国立研究開発法人産業技術総合研究所東北センター、地方独立行政法人岩手県工

業技術センター 

後 援 経済産業省東北経済産業局（予定） 

講 師 
国立研究開発法人産業技術総合研究所 

 エレクトロニクス・製造領域製造技術研究部門 

  招聘研究員 手塚 明 氏 

対象者 

・岩手の工芸をとにかく盛り上げたい 

・若い世代により魅力ある工芸分野としたい 

・持続的により発展する工芸分野としたい 

・伝統と革新がせめぎ合う工芸分野の流れを作りたい etc. 

という思いを実現したい 

工芸品の作り手（制作・製造）、 

工芸品の売り手（販売・流通）、 

工芸分野の支援者（行政機関等）の方々 



 

 

内 容 

・デザインブレインマッピング（DBM）のワークショップを、全 3回にわたっ

て、当センター及びウェブ会議システム（Zoomミーティング）を用いたリモ

ート環境で開催します。 

・参加者で 4人ずつのチームを構成し、DBMを用いて「個人」－「チーム」－

「全体」のワークを行います。 

・第 2回と第 3回のワークショップの前には個人で事前ワークに取り組みます。 

・ワークショップへの参加により、次のような効果が期待できます。 

－岩手の工芸ならではの価値の再確認 

－工芸関係者のヨコ連携、支援機関や行政とのタテ連携 

－工芸の作り手・売り手・支援者のモチベーションの向上 

－工芸の新しい流れへの構想力× 具現化力× 推進力の向上 

参加要件 

〔準備いただくもの〕 

・1人 1台のリモートワークに対応した Windows 10パソコン 

（ウェブカメラ、インターネット接続環境など） 

・Zoom ミーティング（無料版で可） 

・Google Drive（Googleアカウントを登録） 

・メールアドレス（普段使用しているもので可） 

・図書「デザインブレインマッピング（丸善出版）」ISBN:978-4-621-30362-7 

※ワークショップの際は本図書を参照いただきながら効率よく話を進めてい

きます。（講師は本図書の主執筆者ですが、印税は辞退しております。） 

・DBM ソフトウェア（トライアル版） 

※参加申込をいただいた後、当センターより配布いたします。 

※不明な点はご相談ください。 

〔参加にあたってのお願い〕 

（1）可能な限り全３回に連続参加をお願いします。 

（2）リモート開催では、講師は参加者の表情を見ながらワークショップを進

行しますので、参加中は顔出しをお願いします。 

（3）参加申込をいただいた後、リモート環境の確認のため、参加者ごとに接

続テストを行います。 

【リモート環境（Zoom）や DBMが初めての方、慣れていない方へ】 

 本ワークショップへ参加される方のうち希望される方を対象として、リモー

ト環境の説明と Zoom や DBM などの使用体験を行う事前説明会を開催いたしま

す。詳しくは IIRI DESIGN LAB（De.i）のウェブサイトをご覧ください。 

 http://www2.pref.iwate.jp/~kiri/designlab/promotion/techworkshop 

/tw_20201203.html 

参加費 無料 

定 員 20名（先着順） 

申込方法 

Eメールにて、次の事項を記入の上、申込先あてにお申込みください。 

 Eメールのタイトル：EBISワークショップ参加申込 

E メールの本文：貴社名、住所、参加者氏名、電話番号、事前説明会への参加

希望の有無（有の場合は希望する回） 

申込締切：令和 2年 12月 11日（金） 

申込先 

（お問い合

わせ先） 

Eメール : CD0002@pref.iwate.jp 

地方独立行政法人岩手県工業技術センター 産業デザイン部 髙橋 

〒020-0857 岩手県盛岡市北飯岡 2-4-25 

 TEL:019-635-1115 FAX:019-635-0311 

※メールでのお問い合わせの際の件名は、「EBIS ワークショップに関する問い合

わせ」としてください。 

※来所した際には、受付時の手指消毒、マスク着用、３密（密集、密接、密閉）の回避、まめな

手洗いなど、感染防止のための取組の徹底をお願いします。 

※第 1回ワークショップではフェイスシールドをご用意いたします。 


